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●表紙の写真について
■上段（左上から順に）
　第62回川崎市観光写真コンクール 一般の部 優秀賞
【クライマックス】能登正俊氏撮影
　水たまキッズ上流体験
　水辺の楽校三校合同干潟観察会 
　■中段
　登戸カワノバキャンドルナイト
■下段
　丸子橋キャンプ

新多摩川プランについて
■「多摩川は今」について
　川崎市では、市民の心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産として再評価し、より豊か
な河川空間の創出を目指すため、平成19年3月に「川崎市多摩川プラン」を策定し、平成28年3月
に「川崎市新多摩川プラン」として改定しました。
　本書は、「川崎市新多摩川プラン」に基づく取組を広く市民の皆様に知ってもらうとともに、実
施事業を着実に進めていくため、年度ごとの実績を「多摩川は今」としてとりまとめたものです。

■新多摩川プランの施策体系 
　新多摩川プランは、多摩川プランから約10年間に変化した社会情勢や自然環境、
市民のニーズをふまえて、川崎のシンボルである「ふるさとの川・多摩川」の歴史的・
文化的資源、そして環境資源を最大限に活かしたにぎわいの場（憩い、遊び、学ぶ）の
創出を目指しています。
　基本理念に基づき5つの基本目標を設定し、基本目標に対して30の推進施策と
100の実施事業を位置付けています。

基　本　理　念 
「川とふるさとの再生　市民協働による多摩川ライフの創造」

　多摩川は限りない可能性を有した存在であり、大都市の中を流れる自然豊かな大河川で「川崎の母なる川」となっています。市民
共有の財産として再評価し、豊かな河川環境の創出を目指して、市民・企業・学校・行政との協働により、より魅力的な豊かな多摩川
を持続的に育むしくみづくりをめざします。

Ⅰ 自然と調和した
美しい多摩川へ

1.　河原風景の保全
2.　花と緑のある
　　川づくりの推進
3.　水と緑のネットワーク

4.　水環境の向上
5.　多自然川づくりの推進
6.　生物多様性の保全に向けた
　　普及啓発等の推進

Ⅱ 多摩川を知り
災害から市民を守る

7.　治水の強化・防災性の向上
8.　緊急河川敷道路の整備
9.　防災教育の推進

10.　河川敷を利用した
　　　防災訓練の実施
11.　防災情報の発信

Ⅲ 子どもの生きる力を
育む場の創造

12.　歴史的・文化的資源の
　　　収集・伝承
13.　「ふるさと資産・遺産」
　　　の活用

14.　二ヶ領用水を活かした
　　　まちづくりの推進
15.　環境学習、環境教育の推進
16.　水辺の楽校の展開

Ⅳ 多摩川とともに歩む
みんなの暮らし

17.　アクセスの向上
18.　施設の再配置・再配備
19.　かわさき多摩川
　　　ふれあいロード
　　　（サイクリングコース）の充実
20.　施設の充実

21.　管理水準の向上
22.　河川空間の新たな利用促進
23.　河川敷レジャー利用の適正化
24.　自然エネルギーの利用
25.　ホームレスの自立支援策
　　　の推進

Ⅴ つながりを深めて
魅力的な流域へ

26.　流域自治体等との
　　　協働・推進
27.　多様な主体を支える
　　　システムづくり

28.　多摩川を活用したイベント
　　　の開催
29.　総合的な情報共有・受発信
30.　市民参加の川づくり

100
の 

実 

施 

事 

業

基本目標 推進施策 実施事業

●令和5年度の多摩川プラン事業について

1新多摩川プランについて

Ⅰ.自然と調和した美しい多摩川へ
①河原風景の保全(推進施策No.１)
②花と緑のある川づくりの推進（推進施策No.２）
③水と緑のネットワーク（推進施策No.3）
④生物多様性の保全に向けた普及啓発等の推進（推進施策No.6）
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Ⅱ.多摩川を知り 災害から市民を守る
①治水の強化・防災性の向上(推進施策No.７)
②防災教育の推進(推進施策No.９)
③河川敷を利用した防災訓練の実施(推進施策No.10)
④防災情報の発信(推進施策No.11)
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Ⅲ.子どもの生きる力を育む場の創造
①「ふるさと資産・遺産」の活用（推進施策No.13）
②環境学習、環境教育の推進（推進施策No.15）
③水辺の楽校の展開（推進事業Ｎｏ.16）
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Ⅴ.つながりを深めて魅力的な流域へ
①流域自治体等との協働・推進（推進施策No.26）
②多様な主体を支えるシステムづくり（推進事業No.27）
③総合的な情報共有・受発信（推進事業No.29）
【コラム】多摩川河口の表情を知る

10
11
12
13

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが5類感染症になったことから、環境学習やレクリエーション等の取組がコロナ禍
以前の様相を取り戻し、多摩川の日常が帰ってきました。そして、令和5年10月には、多摩川の広大なロケーションを活かした光と音の
競演である「川崎市制記念多摩川花火大会」が、4年ぶりに開催されました。多摩川丸子橋河川敷では、にぎわい創出の取組を一層推進す
るため、新たな利活用事業を実施する事業者を公募し、本格的な事業化に向けた取組を進めています。また、多摩川の利便性を高めるた
め、引き続きかわさき多摩川ふれあいロードの拡幅を行っています。

　本市の将来にわたる持続的な発展を図る上
では、引き続き本市自らが積極的にSDGs達成
に寄与する取組を進めていく必要があること
から、「川崎市持続可能な開発目標（SDGs）推
進方針」を定めました。
　多摩川においてもSDGs達成に寄与する取

組を推進し、水に関連する生
態系の保護（ゴール6）、安全
に利用できる普遍的アクセ
スの提供（ゴール11）、効果
的なパートナーシップの推
進（ゴール17）を図ります。

Ⅳ.多摩川とともに歩む みんなの暮らし
①かわさき多摩川ふれあいロードの充実
(推進事業No.19)
②施設の充実(推進事業No.20)
③管理水準の向上(推進事業No.21)
④河川空間の新たな利用促進（推進事業No.22）
⑤河川敷レジャー利用の適正化（推進事業No.23）

8

9

Ⅵ.巻末資料 14

多摩川の概要
（国土交通省京浜河川
事務所ホームページ）

新多摩川プランに
ついて
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　都市における貴重な水と緑のオープンスペースである多摩川は、都市景観を形作る主たる要
素であります。そんな多摩川を市民の記憶に残る風景となるよう、より自然豊かな多摩川の再
生を推進しています。

　梅香（うめかおる）事業は、幸区の魅力であり資源である御幸公園に、植
樹事業として梅林を市民と復活させるとともに、憩いの場、集いの場とな
り、地域コミュニティの活性化につながることを目的に実施しています。

○御幸公園における梅香事業の展開

　地域コミュニティの活性化の一環として、梅をより身近に感じても
らうことを目的とした「令和5年度うめかおる写真展」を開催しました。
　令和5年度は、御幸公園で開催された観梅会の様子や、市内外各地の
梅の写真など、合計93点の多彩な作品が集まりました。

●令和5年度うめかおる写真展

　うめかおる寄附及び河川財団の助成金を活用し、梅
林内の枯死してしまった梅の木を植え替えました。

●梅の補植

　梅の花や果実、梅林、梅のある風景、梅にちなんだ祭りの様子など、梅
に関する写真

テーマ「うめかおる風景」

梅林の大小さまざまな梅の花を、間近に楽しめる梅鑑賞会のほか、植樹
式、音楽演奏、クイズラリー等を実施し、地域の方々で賑わいました。
・開催日時：令和6年2月17日（土） 10時～14時

●観梅会の開催

　地域の景観と調和した河原の風景を保全するため、毎年6
月に多摩川河川敷において多摩川美化活動を実施していま
す。
　令和5年6月4日（日）に実施した第44回多摩川美化活動で
は、地域で活動されている様々な団体や企業、子ども会やボー
イスカウト、ガールスカウト、少年・少女スポーツチームなど、
幅広い年齢層の方々が参加し、河川敷のごみを拾いました。 
　中央会場（多摩・麻生区：二ヶ領宿河原堰河川敷）では、国土
交通省京浜河川事務所長及び川崎市長をはじめ、地域で活動
されている様々な団体や企業の方々とともに美化活動を行い
ました。

○多摩川美化活動の推進

〇参加人数：10,192人
〇参加団体：158団体
〇ごみの量：4.46トン

【実施結果】

❷ 花と緑のある川づくりの推進（推進施策No.2）
❹生物多様性の保全に向けた普及啓発等の推進（推進施策No.6）

❶ 河原風景の保全（推進施策 No.1）

　等々力緑地は、緑と水のうるおいの空間
を有し、多摩川と一体となって良好な都市
環境を形成するための重要な役割を担って
います。また、多数の運動施設や市民の憩い
の場など、多面的な機能を有する貴重な地
域資源として、市民の方々に親しまれてい
る総合公園です。
　今年度は、緑地全体の再編整備に向けた
基本設計等を行うとともに、オープンハウ
ス型説明会を開催し、等々力緑地再編整備・
運営等事業について広く周知しました。　

○緑の拠点となる等々力緑地の整備推進

○河川に生息する水生生物の紹介映像

❸ 水と緑のネットワーク（推進施策No.3）

　地域の自然を知ってもらうため、多摩川等の
河川に生息する水生生物を紹介する動画（上流・
中流・下流のうち中流編）を制作し、YouTubeで
配信しました。
　今後はさらに、上流編・下流編につ
いても制作する予定です。

○「みんなで見つけた！かわさきの生き物図鑑」
　市民の皆様から投稿いただいた生き物の写真
を活用し、電子図鑑「みんなで見つけた！かわさ
きの生き物図鑑」を作成しました。
　身近な生き物や緑に目を向けることで、生物
多様性への意識の醸成を図ることを目的として
おり、小中学生が使うGIGA端末上で読むこと
ができるよう、電子媒体の図鑑としています。

川崎
（中瀬河川敷）

29団体
1,092人

22団体
2,118人

28団体
3,238人

41団体
2,125人

38団体
1,619人

幸
（古市場陸上競
技場河川敷）

高津・宮前
（新二子橋河川
敷）

多摩・麻生
（二ヶ領宿河原
堰河川敷）

中原
（丸子橋河川敷）

詳
し
く
は

コ
チ
ラ

詳しくは
コチラ

詳しくは
コチラ

幸文化協会会長賞
「梅林でかくれんぼ」

幸区長賞「青空に咲き誇る」

観梅会の様子

等々力緑地再編整備・運営等事業
オープンハウス型説明会

当日配布資料（抜粋）

詳しくはコチラ
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多摩区における水防訓練防災ミニフェスタ 水辺の楽校における安全講習

　二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センター
の多摩川の拠点施設で、環境学習等の受入時や
来館者に向けて、展示資料を活かした河川防災
に関する普及啓発を図りました。さらに、大師
河原水防センターにおいては、「防災ミニフェ
スタ」を開催し、市民団体、企業と連携し、ロー
プワークや災害食の作り方などの体験型防災
イベントによる啓発活動を実施しました。

○多摩川の拠点となる施設を活用した
　防災の啓発活動の検討

　ライフジャケットの着用方法等を学ぶ安
全講習や、水に親しむためにカヌーなどの水
上遊具を用いた試乗体験を実施しました。

○水辺の安全事業（水辺の楽校）

　『多摩川水系河川整備計画』とは、多摩川の自然の脅威から人々の生活を守
るとともに、かけがえのない自然の恵みを享受し、次世代に継承するなど、河
川の総合的な保全と利用を図ることを目的に国土交通省により設定されたも
のです。治水に関する5つの目標を設定し、その達成に向け様々な取組を実施
しています。
　多摩川水系河川整備計画では、治水整備を行い、戦後最大規模の洪水（昭和
49年9月洪水）を安全に流すことを治水目標としています。

○多摩川水系河川整備計画（国）

○多摩川緊急治水対策プロジェクト

Ⅲ.子どもの生きる力を育む場の創造

　神奈川県、東京都の間を流れる多摩川には、対岸に渡る手段としての渡し場がかつて70か所
以上存在したといわれています。そのうち、川崎側には20か所以上が確認され、その跡の碑が市
民・行政の協働で設置されています。「丸子の渡し」もそのひとつであり、江戸時代には中原街道
で多摩川を渡る際、江戸への玄関口として重要な役割を果たしてきました。
　このため、丸子の渡しが生活に直結していた人々の足跡を後世に伝承すべく丸子の渡し祭り
を開催しました。渡し舟乗船体験を通じて中原街道往還の歴史や文化を改めて認識し、丸子の
渡し復活に向けての活動の広がりを継続させていくことが重要となっています。

　なお、市制100周年記念事業のプレイベントとして、登戸の渡しを令和5年10月15日に開催予定
としていましたが、降雨・強風の予報により中止しました。令和6年度も、市制100周年記念事業と
して登戸の渡しを開催する予定です。

○「渡しの復活」事業の推進

　多摩川は、都市にある貴重な環境資源となっており、古くから市民生活と深く関わり歴史や
文化を築いてきました。多摩川での体験や環境学習などを通じて、知識や経験を伝承するため、
子供たちの豊かな心と身体の育成を目指しています。

　台風や局地的集中豪雨等による水難事故及び
風水害に備え、防災関係機関との連携強化と被
害の軽減を図るため、消防署と区役所が連携し
て水防訓練を実施しています。
　このうち、二ヶ領せせらぎ館付近の河川敷で
は、多摩消防団と多摩区役所の職員が、土のう作
成や救助ボートの操船等の訓練を行いました。

○水防訓練の実施

Ⅱ.多摩川を知り 災害から市民を守る

❸ 河川敷を利用した防災訓練の
　 実施(推進施策No.10)

❶ 治水の強化・防災性の向上(推進施策No.7) 

　全国的な水害の発生を踏まえ、防災に関する情報の必要性を再認識し、市民の防災教育を推
進するとともに、災害時に迅速に対応できるよう河川敷を利用した防災訓練を推進していま
す。また、国と連携し、市街地の安全を守るため堤防等の整備を促進しています。

❷ 防災教育の推進(推進施策No.９)

❶  「ふるさと資産・遺産」の活用（推進施策No.13）

　洪水ハザードマップは、河川が氾濫した
場合に、浸水が想定される範囲とその程度、
及び地域の避難場所を示した地図で、水防
法の規定に基づき作成しています。
　各区ごとに作成しており、各区役所等に
おける窓口配布、市ホームページへの掲載、
防災アプリ等による周知のほか、ぼうさい
出前講座等により浸水想定に応じた避難行
動のとり方等の啓発を実施しました。

○洪水ハザードマップの改訂・周知

❹ 防災情報の発信（推進施策No.11）

●令和元年度の東日本台風により甚大な被害が発生した多摩川において、国・都・県・市区
が連携し、以下の３つを柱として『多摩川緊急治水対策プロジェクト』を進めています。
　①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】
　②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
　③減災に向けた更なる取組の推進【ソフト施策】

出典：京浜河川事務所ホームページを参考に作成

●令和5年度も、流れが堤防に当たる部分（水衝部）の対策を
推進するとともに、令和元年度東日本台風と同規模の洪水に
対して、多摩川からの氾濫を防止するための河道掘削を実施
しており、引き続き河道掘削、築堤、水衝部対策について検討
していきます。

詳しくは
コチラ

洪水ハザードマップ（中原区版）（抜粋）

※多摩川で和むe体験を同時開催
　（eボート体験、走り方教室、ボッチャ体験）

3 人数
両岸で1,000人程度（渡し舟体験には両岸で566人が参加）

4 催事
・渡し舟乗船体験
・（川崎市側）お囃子・大道芸・バルーンアート体験等
・（大田区側）多摩川ミニ水族館等

2 場所
丸子橋第一広場

1 開催日
令和5年9月23日（土）

詳しくは
コチラ

渡し舟乗船体験
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　 「川崎市の水環境の今」をテーマとした環境セミナー（オンライン・オフライン双方のハイブ
リッド形式）を開催しました。セミナーでは、環境総合研究所が取り組んでいる安全な水環境を
守るための調査研究を説明するとともに、川崎市の川に生息する水生生物について紹介しまし
た。また、水質事故や外来種問題など、水環境を巡る現在の課題についても説明しました。
・プログラム
講演1：多摩川の役割と外来種問題で私たちにできること
　　　　※  カワスイ川崎水族館魚類チームの林達也氏から御講演いただきました。
講演2：市内河川の豊かな水環境と水生生物について
講演3：市内河川中の化学物質について
　　　　－飛行時間型質量分析装置を用いたスクリーニング分析－
講演4：川や海を汚さないために私たちができること

　川崎区では、川崎区にお住まいの方 （々生活市民）と川崎区に立地する企業の方 （々企業市
民）、さらに区役所を含めた三者が一体となってまちづくりを推進するため、「川崎区企業市民
交流事業」を実施しています。
　具体的な取組の一つとして、地元川崎区の人はもちろん、他の地域の方にも川崎区の魅力を
アピールできる「かわさき区の宝物」を選定し、広くPRしています。
　具体的には、川崎河港水門を含め、180程度の「宝物」を「宝物シート」としてホームページで
公開しており、これら「宝物」の魅力を知ってもらうためのツールとして「かわさき区魅力発見
宝物ウォーキングガイドブック」や「かわさき産業ミュージアムガイドブック」を作成し、様々
な機会を捉えて配布しています。

❷ 環境学習、環境教育の推進（推進施策No.15）
○研究所等の施設を用いた環境セミナーの実施

Ⅲ.子どもの生きる力を育む場の創造
❸ 水辺の楽校の展開（推進事業No.16）
　水辺の楽校は、国土交通省が文部科学省、環境省と連携して進めているプロジェクトで、水辺
をフィールドに子どもたちが川に親しむ自然体験活動を推進しています。川崎市内ではだい
し・とどろき・かわさきの３校が活動をしており、川崎市はその活動のサポートをしています。

多摩川の魅力にふれあえる夏休み多摩川教
室が4年ぶりに開催されました。猛暑の中で
したが、とどろき水辺の楽校による植物こ
すり染めハンカチづくりの体験コーナーに
は、多くの方が訪れました。

●3校合同干潟観察会

○川崎河港水門など市が管理する地域資源の保存及びガイドマップによる紹介

当日の講演動画など
詳しくはコチラ

詳しくは
コチラ

かわさき区の
宝物シート（抜粋）

かわさき区魅力発見
宝物ウォーキングガイドブック

環境セミナー
講演資料（抜粋）

１ 開催日
　 令和5年5月21日（日）
２ 場所
　 川崎区大師河原水防センター
３ 人数
　130人

●だいし水辺の楽校
１ 開催回数
　 14回
２ 場所
　 川崎区大師河原水防センター
３ 人数
　 444人

●とどろき水辺の楽校
１ 開催回数
　11回
２ 場所
　 中原区等々力地先河川敷
３ 人数
　 1,621人

●かわさき水辺の楽校
１ 開催回数
　 9回
２ 場所
　 多摩区二ヶ領用水
３ 人数
　 514人

●夏休み多摩川教室

干潟観察会（令和5年5月21日）

詳しくは
コチラ

詳しくは
コチラ

詳しくは
コチラ

凧あげ
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④丸子橋地区社会実験 ①かわさき多摩川
　ふれあいロード拡幅

②簡易水洗
　トイレ整備

　誰もが利用しやすく、過ごしやすい多摩川を目指して、かわさき多摩川ふれあいロードやバーベ
キュー場、運動施設などの整備を行っています。

　平日には通勤・通学路として、休日にはランニングや散歩、サイクリングとたくさんの人に利
用されているかわさき多摩川ふれあいロードを、さらに便利かつ安全に利用してもらうため、
拡幅や未整備区間の延伸、利用についての路面標示の整備等を実施しています。

　スピード抑制、狭隘箇所の告知、アクセス案内などの路面標示を行い
ました。

❶ かわさき多摩川ふれあいロードの充実(推進事業No.19)

❸ 管理水準の向上(推進事業No.21)

　幸区古市場の延長197ｍにおいて、拡幅工
事を行い舗装幅を2ｍから3ｍに拡幅しまし
た。今後も、より安全な通行のために拡幅を
順次進めていきます。

○安全に通行するための拡幅整備

拡幅前 拡幅後

社会実験・イベント等の案内チラシ ふわふわタマランド キッチンカーフェス

Ⅳ.多摩川とともに歩む みんなの暮らし

路面標示

○コース上の路面表示の設置など利用環境向上に向けた取組

　多摩川緑地の運動施設やマラソンコースなど、多くの利用者が安全で快適に利用していただ
くため、施設の補修や再整備を行っています。

❷ 施設の充実(推進事業No.20)

　多摩川緑地に設置している「便槽一体型
トイレ」を「簡易水洗トイレ」に更新してい
ます。
　本年度は中原区の上平間地区に簡易水
洗トイレを１基整備しました。

○簡易水洗トイレの計画的整備

　多摩川緑地における運動施設やトイレなどの施設について、利用者のサービス向上への取組
の一環として、施設の利用状況やニーズなどを把握するためのアンケート調査を実施しました。

○多摩川の利用に関するアンケート調査の実施

更新前 更新後

　多摩川の丸子橋周辺河川敷は、運動やピクニック等、多くの利用者で賑わっています。一方で、当該地やそ
の周辺の住宅街において、バーベキュー利用者によるゴミの不法投棄や騒音等の課題も生じています。
　そのため民間事業者による水辺の賑わい創出などの可能性を検証し、今後の水辺活用に向けた検討の参
考とするため、令和3年度から「多摩川丸子橋河川敷の新たな利活用に向けた社会実験」を実施しています。

❹ 河川空間の新たな利用促進（推進事業No.22）
○オープンカフェの仕組みづくりなど、新たな河川空間の利用促進に向けた検討

　施設営業中及び終了後に施設内・河川敷の清掃を行うとともに、施設整備日を設けて、駅前・駅周辺ま
で清掃活動を実施しました。また、24時間体制での周辺河川敷の警備し、迷惑行為防止に努めました。
　また、地元商店会のイベントでは、商店街で買ったものを焼いて食べる会場として、バーベキュー場
を貸す等（機材貸出無料）の協力により地元還元に取り組みました。

❺ 河川敷レジャー利用の適正化（推進事業No.23）
○多摩川緑地バーベキュー場（瀬田地区）の適正管理

場所：
中原区上丸子八幡町地先
の河川敷（右図）
社会実験事業者：
・多摩川緑地バーベキュー
 広場共同事業体
・ユースコンソーシアム
 プロジェクト推進委員会事務局
・株式会社OCTA CREATION

協定締結者：多摩川緑地バーベキュー広場共同事業体
　　　　　　（代表企業：太平洋總業サービス株式会社）
　　　　　　株式会社 湘南台自動車学校
　　　　　　株式会社 OCTA CREATION

●多摩川丸子橋河川敷の新たな利活用に向けた社会実験
　令和6年度以降の長期間の民間活力導入を見据え、令和5年度も社会実験を実施しました。

●多摩川丸子橋河川敷のにぎわい創出に向けた新たな利活用事業に関する事業者の決定
　これまでの社会実験成果を踏まえ、多摩川丸子橋河川敷における継続的な賑わいの創出、地域連携や
地域活性化に寄与できる事業を実施する事業者を募集しました。学識経験者等からなる「建設緑政局民
間活用事業者選定評価委員会」において事業者からの提案者等を評価した結果、下記事業者を選定し、
川崎市多摩川丸子橋河川敷のにぎわい創出に向けた新たな利活用事業に関する協定を締結しました。

詳しくは
コチラ

【凡例】
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Ⅴ.つながりを深めて魅力的な流域へ
　流域自治体や市民、活動団体、企業、学校など多様な主体が協働・連携することで、流域全体の交流を
促進し、多摩川の魅力向上に向けた取組を推進しています。また、地域の特性を活かしたイベントを開
催し、市民のふるさととなる川づくりを推進しています。

❶ 流域自治体等との協働・推進（推進施策No.26）
○水たまキッズ
　平成30年度から年間を通じて水辺の楽校のイベントに参加するなど、多摩川により興味関
心を引き出す機会を増やすことで環境学習と次世代を担う人材育成の推進を行っています。
　年間を通して、水辺の楽校や流域自治体と連携した多摩川の体験活動に参加する小学校5年
生の子ども達を、水たまキッズとして本市が公募で選定しています。
●令和5年度の活動内容

第1回 令和5年7月22日（土） 干潟の生き物観察会

実施日 活動内容

第2回 令和5年8月3日（木） 多摩川上流域（東京都福生市）で
川遊び体験

第3回 令和5年8月20日（日） 水辺の安全教室
（川流れとカヌー体験）

第4回 令和5年10月1日（日） ガサガサ体験

実施日 活動内容

第5回 令和5年10月21日（土） ハゼ釣り教室

第6回 令和5年12月17日（日） 自然観察会と講座

第7回 令和6年1月21（日） 多摩川発見のまとめ・発表練習

第8回 令和6年2月18日（日） 「多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎」発表

　大師河原水防セン
ターにて、多摩川の河口
の生き物を理解しても
らうために干潟観察会
を実施しました。

　大師河原水防セン
ターにおいて、ハゼ釣
り教室を実施し、釣り
糸の結び方からハゼ
のさばき方の講習を
行いました。

●第１回　干潟観察会 ●第５回　ハゼ釣り教室　

　多摩川の水がきれい
であり続けるとの重要
性や川の生物の生息域
を知り、多摩川の自然環
境の認識と環境保全の
精神などを醸成するた
め、上流部である福生市
において川遊び体験と
生物観察を行いました。

　大師河原水防センターにおいて、冬を越す
生き物や植物について、自然観察をした後、講
座を行いました。

●第２回　多摩川上流域で川遊び体験 ●第６回　自然観察会と講座

　多摩川丸子橋周辺に
おいて、水辺における安
全な行動を学ぶための
川流れと、カヌー体験を
行いました。
　川に近づく時の装備、
心構えについて、新たな
気づきがありました。

　これまで学んでき
た多摩川の魅力につ
いて、大勢の来場者
の前で発表を行いま
した。

●第３回　水辺の安全教室 ●第８回　「多摩川水辺の
　楽校シンポジウム川崎」発表

冬の自然観察

川遊び体験

カヌー体験

干潟観察会 ハゼ釣り

マルシェ（フリーマーケット） マルシェ（ステージ） キャンドルナイト

二ヶ領せせらぎ館を拠点とした、三菱ふそうトラック・バス株式会社による
クリーンアップ活動

インラインスケート教室

とどろき水辺の楽校発表 梅の花づくり

ワークショップのまとめ

多摩川の体験学習で
発見したことの発表

❷ 多様な主体を支えるシステムづくり（推進事業No.27）
○流域自治体等と連携した渡しの事業や水辺の楽校の交流
　市民目線かつ子どもの目線から多摩川の自然的文化的魅力
を発信する機会として、令和6年2月18日に多摩川水辺の楽
校シンポジウム川崎を開催しました。シンポジウムでは、カワ
スイ飼育員による「多摩川で川遊び」の講演、水辺の楽校等で
子ども達が学んだことについての発表や、ワークショップ（お
魚のお絵描き講座と缶バッジ作り、多摩川の生物カードゲー
ム体験、多摩川の草などを使ったこすり染め体験、お花紙やど
んぐりの枝を使った梅の花づくり）を実施しました。

○市民・企業・学校・行政のそれぞれの活動交流ができるシステムづくり
　多様な主体が多摩川づくりに参画できるよう、市民から行政まで、多様な主体の協働による取組
を推進しています。

　本社会実験は、バーベキュー利用者によるゴミの不法投棄や騒音等の課題解決を図るとともに、
持続可能な水辺のにぎわい創出に向けた取組として実施しています。社会実験の趣旨に賛同し、カ
ワノバを利活用する企業・団体等には、事業の実施前後に河川敷の清掃等の地域課題の解決や利用
者アンケート等に御協力いただきます。

○企業が行う環境配慮の取組の広報・支援の検討
　三菱ふそうトラック・バス株式会社が
ＣＳＲ活動の一環でクリーンアップ活動
を実施しました。　
　二ヶ領せせらぎ館のホームページをリ
ニューアルしたことにより、企業からの
活動の問い合わせが増えていますので、
今後も企業の自発的な取組を促す情報発
信を進めます。

１　開催場所
　　登戸地区広場及び小田急線高架下
２　実施主体
　　川崎市・小田急電鉄株式会社
４　主な実施内容
　　（１）BBQ&イベントスペースレンタル
　　（２）キッチンカーなどの飲食
　　（３）イベント
　　・マルシェ
　　・キャンドルナイト　ほか

●多摩川河川敷の新たな利活用に向けた社会実験　『登戸・多摩川　カワノバ』

・多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎とは
多摩川プランに基づき、多摩川流域の水辺
の楽校等水辺を活かした活動を行う団体
の連携強化を目的に設けています。
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Ⅴ.つながりを深めて魅力的な流域へ

　国土交通省が管理する二ヶ領宿河
原堰管理事務所の一部を、防災活動、
自然環境、歴史や文化の情報発信・環
境学習の拠点として、川崎市とNPO
法人多摩川エコミュージアムが協働
で管理運営する施設です。

●二ヶ領せせらぎ館

所 在 地
Ｔ Ｅ Ｌ
アクセス
開 館 日

:多摩区宿河原1-5-1
:044-900-8386
:JR南武線・小田急線　登戸駅下車　徒歩8分
: 火～日曜、祝日（第1、3水曜日は休館）　10:00～16:00

アクセスマップ

情報誌：エコ・たまがわ

❸ 総合的な情報共有・受発信（推進事業No.29） 【コラム】多摩川河口の表情を知る

　二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センターの拠点施設から、多摩川をより身近に感じても
らうため、市民目線で集めた情報の発信を行っています。

　多摩川は、山梨県塩山市の笠取山を水源とし、数多くの支流が合流し、138㎞の旅をして東京
湾に注ぎます。一級河川の中では比較的勾配が急な河川で、昔から「あばれ川」として知られてい
ます。近年は治水が進みましたが、昭和49（1974）年には狛江水害があり、河口に住宅の屋根が
漂着しました。神奈川県と東京都の都県境を流れ、川崎市と世田谷区・大田区には、同じ地名があ
ります。瀬田・野毛・等々力・沼部などは多摩川に分断されたであろうと想像できます。
　さて、河口では川が下流から上流へ流れる光景を見ることができます。これは海の潮の満ち引
きに影響されるもので、淡水と海水が混じり合う汽水域が生まれます。
　多摩川河口には羽田空港があり、最新型のジェット機の離発着が見られ、日本各地・世界の都
市を結んでいます。眼下には東京湾最大の河口干潟が広がり、汽水域特有の様々な生き物たちを
観察することができます。
　塩性湿地に生育する植物アイアシ・シオクグ、そこを棲み家とするアシハラガニ・クロベンケ
イガニ、干潟にはヤマトオサガニ・チゴガニ・トビハゼ・マハゼ・アナジャコ・ヤマトシジミなどが
生息しています。干潟の豊かさを求めて、たくさんのシギ類･チドリ類・カワウたちもやってきま
す。ときにはミサゴの姿も見ることができます。また、東京湾で絶滅したとされていたアサクサ
ノリの自生群落も見つかりました。
　河口に生きる生物は水を浄化する仕事もしています。豊かな環境を持つ多摩川河口干潟は、動
物や植物などの生息地として保全する必要があります。大都市の中を流れる多摩川と仲良く、安
全に向き合い、多摩川河口の環境をいつまでも大切にしましょう。

○多摩川の拠点施設を活かした情報共有・受発信

　市のイベントに限らず、様々な機会で水辺の楽校の取組
等をＰＲし、多くの人に多摩川の魅力を広報しました。

○様々な機会を活用した多摩川の情報発信

　国土交通省が管理する大師河原河
川防災ステーションの一画にあり、
多摩川の洪水時などの防災活動、自
然環境、歴史や文化の情報発信・環境
学習を行う拠点として、川崎市と
NPO法人多摩川干潟ネットワーク
が協働で管理運営する施設です。

●大師河原水防センター

所 在 地
Ｔ Ｅ Ｌ
アクセス
開 館 日

:川崎区大師河原1-1-15
:044-287-7882
:京急大師線　東門前駅下車　徒歩7分
:水・木・土・日曜、祝日　10:00～16:00

アクセスマップ
情報誌：ひがたかんタイムズ

味まつりブース 横浜市海の公園

アイアシ（混合）アイアシ（右側）

アシ（左側）

多摩川におけるこれまでの
取り組みをもっと知りたい
方は、こちらのQRコードを
参照ください。

多摩川の
河口の生き物

アシハラガニ クロベンケイ

アナジャコ

アサクサノリ

チゴガニ

セイタカシギ

ヤマトオサガニ

ヤマトシジミ

NPO法人　多摩川干潟ネットワーク
理事　寺尾　祐一
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Ⅰ.自然と調和した美しい多摩川へ
担当部署実施事業事業No.施策No. 推進施策 令和5年度の取組状況

令和5年度川崎市新多摩川プラン実施事業一覧表

河原風景の保全1

建設緑政局

まちづくり局

まちづくり局

市民文化局

稲田堤、二ヶ領用水、等々力、
大師橋、殿町地区周辺などの
桜並木の復活・保全

多摩川景観形成ガイドライン
などによる景観の誘導

殿町３丁目地区まちづくり
ガイドラインによる景観の誘導

多摩川美化活動の推進

●殿町地区や等々力地区の桜において、適切な維持管理を行った。

●多摩川沿川において、景観法による届出が行われた際には、ガイドラインへの配慮について
　働きかけを行っている。

●殿町３丁目地区において、建築等の計画が行われる際に、ガイドラインマニュアルへの配慮
　を促し、ガイドラインに沿ったまちづくりを円滑に進め誘導している。

●令和5年6月4日（日）に実施（中央会場：多摩・麻生区）
　【実施結果】〇参加人数：10,192人　〇参加団体：158団体　〇ごみの量：4.46トン

みどりの保全
整備課

景観・地区まち
づくり支援担当

景観・地区まち
づくり支援担当

市民活動推進課

1）

2）

3）

4）

花と緑のある川づくり
の推進

建設緑政局河川敷への植樹 ●事業終了

●御幸公園梅香事業推進会議　３回開催
●令和５年度「うめかおる写真展」
　・会場：幸区役所ロビーハナミズキ：令和5年4月3日（月）～4月14日（金）
　　　　日吉出張所：令和5年4月24日（月）～5月12日（金）
　・応募点数：93点
●川柳コンクール 梅が校章の５つの市立小学校を中心に、幸区内の全小学校に参加を依頼。
　応募作品は区役所１階の展示コーナーにおいて紹介
●「うめかおる寄附・募金」
　令和5年4月～10月の寄附：0件　令和5年4月～10月の募金：1,402円
●ウメの補植　うめかおる寄附及び河川財団の助成金を活用し、梅林内の枯死してしまった
　箇所に梅の木（5本）を植樹
●「観梅会」の開催
　・日時：令和6年2月17日10時～14時　・場所：御幸公園
　・内容：植樹式、梅鑑賞会、学習発表、音楽演奏等、小向獅子舞、クイズラリー、飲食販売 など

5） みどりの保全
整備課

建設緑政局自主管理団体と連携した
多摩川での花壇づくり

生田緑地、等々力緑地など
緑の拠点となる公園緑地の
整備推進

公園緑地、街路樹、グリーン
ベルト等の適正な維持管理

緑化推進重点地区などを
はじめとした様々な緑地
保全施策の推進

保全緑地及び保全された
緑地等における市民活動
の支援

保全活動における植生の
モニタリングの実施と
その活用

市内流域河川の親水性の
向上や場の整備

浮島1期地区における
緑地整備の検討

●公園緑地、街路樹、グリーンベルト等について、適切な維持管理を行った。

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

みどり・多摩川
協働推進課

建設緑政局

建設緑政局

●生田緑地：初山地区の公園基本計画作成、初山地区の駐車スペース整備
●等々力緑地：緑地全体の再編整備に向けた取組の推進（基本設計等）

●管理運営協議会及び公園緑地愛護会の市民活動団体に対して、「公園緑地における市民による
　草花の育成活動に関する取扱い要綱」に基づく公園緑地等の花壇の適正管理について周知した。

みどりの保全
整備課
富士見・等々力
再編整備室

みどりの保全
整備課

●地域緑化推進地区については、花苗等の支援のほか、新規２地区の認定を行った。
●緑化推進重点地区については、地区内におけるリーディング事業のほか、現行計画の進捗や
　再開発等の地区の概況の変化、緑化フェア等の緑を取り巻く社会状況の変化等を踏まえた
　計画改定スケジュールの見直しの検討を行った。

建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

●（公財）川崎市公園緑地協会を通して、剪定講習会開催による技術支援を実施した。
　また、市民団体では対応が困難な危険木について、必要に応じて伐採を行った。建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課

●水沢特別緑地保全地区について、生物多様性等を考慮した良好な自然的環境を維持する
　ため、企業や関係組織等との協働により保全管理計画を改定し、適正な維持管理に向けた
　取組を実施。

建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

●平瀬川支川・・・護岸改修工事を実施

●浮島1期地区は平成8年に竣工しているものの、国道357号の整備や浮島2期地区関連用地な
ど、土地利用の検討が進まないエリアが存在することから、太陽光発電用地や多摩川沿いの緑
地などの利用可能な範囲を先行整備検討エリアとして設定し、当該エリアの本格的利用に向け
た法的手続きの実施に当たっての課題整理及び導入機能の検討を実施した。

建設緑政局 河川課

臨海部国際
戦略本部 拠点整備推進部

生産緑地地区の指定等
による農地保全の推進

「川崎市農業振興計画」で
示された、地産地消の推進や
農業の担い手の育成を図る

生活排水対策に関する指針に
基づく指導・助言

●かわさき地産地消推進協議会による「かわさきそだち料理教室」の開催
●認定農業者等の意欲ある農業者に向けた研修会の開催
●市民農園の管理運営、地域交流農園の運営支援、市民ファーミング農園や体験型農園の普及支援

経済労働局 農地課

16）

17）

経済労働局 農業振興課

環境局 環境保全課

生活排水対策の推進、
湧水地の保全、地下水の涵養、
雨水流出抑制、維持用水の
導入

合併処理浄化槽の設置及び
維持管理に関する指導

●ホームページ等を活用した雨水浸透ます設置の普及促進を実施した。
●市条例の地下水揚水規制に基づき、年２回の揚水量報告により、対象事業者の地下水揚水量を
　把握した。
●市で整備した湧水地８箇所９地点について、年１回湧水地の状況を確認し、湧水量を測定した。

●浄化槽の機能を正常に維持し、放流水質基準に適合した放流水質を確保するために、
　浄化槽の適正な設置審査・維持管理指導を行う。

環境局 環境保全課

水質汚濁防止法及び
市条例に基づく届出審査、
立入調査等による
事業者指導

18） 環境局 環境対策推進課

工場・事業場の
監視・指導の強化19）

20）

環境局

公共下水道接続に向けた
指導の推進

水洗化工事費の助成・
融資制度や啓発活動による
水洗化の促進

高度処理施設の整備、合流式
下水道の改善、下水道未整備
地区の整備の推進

●下水道利用促進員が、未水洗化家屋を訪問し、個別に水洗化に関する説明及び勧奨を行った。上下水道局

収集計画課

下水道管理課

下水道管理課

21）

22）

●水洗便所等設備資金助成金・融資あっせん制度の活用の呼びかけや、下水道の普及啓発を
　局ウェブサイトにより実施し、水洗化の促進を行った。
　令和5年11月30日現在　・水洗便所等設備資金助成金 14件　・融資あっせん制度 0件

上下水道局

下水道計画課

●【高度処理施設の整備】
  ・入江崎水処理センター：東系施設への段階的高度処理導入に伴う取組の推進
  ・等々力水処理センター：流量調整池の整備・既設反応タンクの改造・脱窒ろ過池の整備
●【合流式下水道の改善】
  ・六郷遮集幹線の整備
  ・合流改善施設としての改築を含めた大師河原ポンプ場の改築
●【下水道未整備地区の整備の推進】
  ・登戸土地区画整理地区などの汚水整備の実施

上下水道局

23）

24）

環境局 環境対策推進課

幸区役所御幸公園における
梅香事業の展開6）

企画課
道路公園
センター

2

水と緑のネットワーク3

水環境の向上4

多自然川づくりの推進5

国土交通省
治水機能とのバランスを
踏まえた、生物に配慮した
河川整備

●河道掘削において、環境に配慮した断面での掘削を引き続き実施している。京浜河川
事務所

市民意識の高揚

●エコシティたかつ」推進方針に基づく施策展開のため、「エコシティたかつ」推進会議を
　2月6日に開催
●たかつ水と緑の探検隊　緑ヶ丘霊園での森づくり体験（木の間伐、エビネの移殖等）を
　1月に実施

26）

国土交通省
自然環境を保全・回復する
ための豊かな潤いのある
水辺空間づくり

●多摩川における生物の生息・繁殖環境については、令和元年台風第19号以降、モニタリン
　グを実施し、環境の保全に努めている。

京浜河川
事務所27）

国土交通省水流実態解明プロジェクト
の遂行 ●プロジェクトの今後の取組について検討している。京浜河川

事務所25）

28）

環境局地域の自然を
再発見するツアー29）

30）

企画課

環境局 企画課

環境局 企画課身近な生き物観察教材の
作成・配布

川崎ふるさと生き物さがし
（かわさき生き物マップの運用）

水辺の安全事業
（水辺の楽校）

●市内で見られる身近な生き物の観察教材について、内容の見直しを行い、GIGA端末から
　閲覧できるよう、電子化した環境副読本に掲載した。31）

環境局 企画課生物多様性フォーラムの開催

築堤や護岸の整備など、
治水事業による治水安全度
の向上への取組

●国連生物多様性の日に合わせ、川崎アゼリア広報コーナーにおいて生物多様性に関する
　展示を実施
●里山フォーラムin麻生での展示

国土交通省 京浜河川
事務所

32）

33）

計画を上回る規模の洪水が
生じた場合にも破堤することの
ないスーパー堤防事業の推進

国土交通省 京浜河川
事務所34）

38）

40）

震災時における緊急車両の通行路
としての緊急用河川敷道路の整備36） ●緊急用河川敷道路の整備に必要な調査検討を実施している。国土交通省 京浜河川

事務所

建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

洪水ハザードマップの
改定・周知

メール、ホームページ、同報
系防災行政無線等による
防災情報の発信

博物館等での歴史的・文化的・
自然史的資料の調査、
収集、保存、活用

建設緑政局
危機管理本部

河川課
危機対策部

41）

42）

危機管理本部 危機管理部

教育委員会
市民文化局

青少年科学館
川崎市市民
ミュージアム

「渡しの復活」事業の推進

川崎河港水門など市が管理
する地域資源の保存及び
ガイドマップによる紹介

●丸子の渡し祭り（丸子の渡し復活協議会主催）を令和5年9月23日に開催し、登戸の渡し
　の歴史学習の支援を行った。
　市制100周年記念事業のプレイベントとして、登戸の渡しを令和５年１０月１５日に開催
　予定であったが、降雨・強風の予報により中止とした。

建設緑政局
高津区役所

みどり・多摩川
協働推進課

多摩川スピードウェイ跡地
の保存

●川崎市観光ガイドブック『川崎日和り』2023年版の「川崎産業観光」の項目に「産-１４　
　多摩川スピードウェイ跡地」として、説明文と８０周年記念プレートの写真を掲載した。経済労働局 観光・地域活力

推進部43）

博物館等での学習会の開催 ●青少年科学館の展示室「多摩川の自然」コーナーにおいて、多摩川の上流から河口までの
　自然について解説している。教育委員会 青少年科学館44）

45）

地域振興課川崎区役所46）

防災教育の推進9

河川敷を利用した
防災訓練の実施10

歴史的・文化的資源の
体系的収集・保存12

担当部署実施事業事業No.施策No. 推進施策 令和5年度の取組状況

水環境の向上4

●「かわさき生き物マップ」にて、季節（四季）ごとにテーマとなる生き物の情報を募集し、
　投稿された生き物情報を電子地図上に表示・発信した。

●アフターコロナにおける「新しい生活様式」や気候変動に伴う熱中症リスクへの対応を図り
ながら、地域の自然を再発見するツアーを行うものとして、多摩川等の河川に生息する水生
生物を紹介する動画（上流・中流・下流のうち中流編）を制作し、YouTubeで配信した。

生物多様性の保全に
向けた普及啓発等の推進6

Ⅱ.多摩川を知り災害から市民を守る

五反田川放水路整備事業、
平瀬川支川、及び三沢川支川
改修事業による治水対策の推進

建設緑政局 河川課
●五反田川放水路…分流部及び、放流部の設備工事、外構工事等を実施。
●平瀬川支川…護岸改修工事を実施
●三沢川…事業用地の一部の土地を買収。

水防訓練の実施39） 消防局 警防課

35）

治水の強化・防災性の向上7

緊急河川敷道路の整備8

多摩川の拠点となる施設を
活用した防災の啓発活動の
検討

37） 建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

防災情報の発信11

Ⅲ.子どもの生きる力を育む場の想像

「ふるさと資産・遺産」
の活用13

●例年通り、生産緑地地区指定申出を受け付け、手続きを行った。あわせて、生産緑地地区の
指定期限を10年延長する特定生産緑地指定促進に向け、ＪＡセレサ川崎と協定を締結し、
連携して手続きを行っていない生産緑地所有者に制度等を周知する案内を郵送すると共
に戸別訪問を実施。11月から12月にかけ、受付窓口を特設し指定申出を受け付けている。
　　また、都市農地の有効活用を図り、都市農業の有する機能の発揮を通じて、都市住民の
生活向上に資することを目的として、平成30年に施行された「都市農地の貸借の円滑に関
する法律」や、併わせて行われた税制改正によって、生産緑地の貸借が円滑に行えるように
なったため、ＪＡセレサ川崎及び川崎市農業委員会と協力し、特定生産緑地の指定や生産緑
地の貸借の円滑化に関する活動を推進している。

●川崎市管内においては、「多摩川流域治水プロジェクト」に位置づけた、水衝部対策を推
進すると共に、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対して、多摩川からの氾濫を防止
するための「多摩川緊急治水治水プロジェクト」において、河道掘削を実施している。

●高規格堤防と市街地整備等の一体的推進を図るため、関係者との調整等を実施してい
る。
●戸手北地区における高規格堤防の完成に向けて整備等を実施している。

●二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センターの多摩川の拠点施設で、環境学習等の受入
時や来館者に向けて、展示資料を活かした河川防災に関する説明案内を経常的に行い、
普及啓発を図った。大師河原水防センターでは、ロープワークや災害食の作り方などの
体験型防災イベント「防災ミニフェスタ」を２回実施した。

●窓口配布、市ホームページ公開、防災イベント等によりハザードマップの周知を図り、ぼ
うさい出前講座等により浸水想定に応じた避難行動のとり方等の啓発を実施した。
●ぼうさい出前講座等の機会や区役所・情報プラザなどの窓口配布、市ホームページに公
開することで、洪水ハザードマップの周知を行った。

●防災行政無線設備の運用維持
　防災行政無線設備や非常用電源設備の運用管理、定期点検、障害対応を適切に実施し
た。
●ＩＣＴを活用した防災情報の発信
　メールニュースかわさき「防災気象情報」、かわさき防災アプリ及び防災ポータルサイト
の運用を適切に実施した。
●効率的・効果的な防災情報発信に関する基本方針の策定
　効率的・効果的かつ持続可能な防災情報の発信に向けて、基本的な考え方を整理する
とともに、主な取組の方向性を示した。

●河川における水難事故を未然に防ぐため、ライフジャケットの着用方法や、万が一川で
流された場合の対処・救助方法を学ぶ安全講習や、より水に親しむ機会を提供するた
め、カヌーなどの水上遊具等機材を用いた試乗体験を２回実施した。

【青少年科学館】
●多摩川における野鳥、種子植物などの動植物に関する調査を継続して実施するととも
に、採集した植物は標本を作製して、保存している。資料の情報については、サイエンス
ミュージアムネット（S-net）、地球規模生物多様性情報機構（GBIF）にデータ提供するこ
とで国内外へ情報を発信し、活用へ繋げている。

【川崎市市民ミュージアム】
●社会科教育推進事業で、川崎市内の小学生を対象に「二ケ領用水」の学習を行ってい
る。（市民ミュージアム学芸員が小学校で出張授業を実施）
●歴史資料等の収集を行っている。
●令和元年東日本台風の被災したため、収蔵品を活用した展覧会として、大山街道ふるさ
と館展示室において「昔のくらしと道具たち-衣・食・住の移り-」、東海道かわさき宿交流
館にて「川崎宿１６２３～２０２３」を開催した。また、教育文化会館において、「川崎市市
民ミュージアム-誕生と軌跡-」を開催した。
●オンライン展覧会「the 3rd Area of“C”-3つめのミュージアム-」にて「新民謡と町おこ
し-多摩川音頭と川崎地域-」、「大島康幸展」などを開催した。

●川崎区では、川崎区にお住まいの方 （々生活市民）と川崎区に立地する企業の方 （々企業
市民）、さらに区役所を含めた三者が一体となってまちづくりを推進するため、「川崎区
企業市民交流事業」を実施している。
　　本事業の具体的な取組の一つとして、地元川崎区の人はもちろん、他の地域の方にも
川崎区の魅力をアピールできる「かわさき区の宝物」を選定し、広くPRしている。
　　具体的には、川崎河港水門を含め、１８０程度の「宝物」を「宝物シート」としてホーム
ページで公開しており、これら「宝物」の魅力を知ってもらうためのツールとして「かわさ
き区魅力発見宝物ウォーキングガイドブック」や「かわさき産業ミュージアムガイドブッ
ク」を作成し、様々な機会を捉えて配布している。
　　令和5年度は、「かわさき区魅力発見宝物ウォーキングガイドブック」の増刷を行い、
川崎河港水門を含めた地域資源に関する魅力発信を行っている。

●台風や局地的集中豪雨等による水難事故及び風水害に備えて、防災関係機関との連携
強化と被害の軽減を目的として、市内８消防署において水防訓練及び水防資器材の取
扱いを実施した。

●市民啓発用パンフレットを水環境体験教室等のイベント、関係部署の窓口で配布した。
●生活排水対策推進委員会を開催し、生活排水対策の実施状況について庁内で情報共有を図った。

●水質汚濁防止法及び市条例に基づく届出審査、立入調査等による事業者指導
●法条例に基づく届出に係る指導、審査や届出に基づく設置等確認、及び構造基準適合状
況確認のための事業所立ち入り調査。
●事業所が原因の水質事故に関し、原因究明のための現地調査、原因者に対して再発防止
に向けた指導の実施。

●水質汚濁防止法や市条例に基づき、工場・事業場から排出される排水の監視・指導
●場・事業場に対して、排水基準、規制基準の遵守状況監視のため、排水検査などの立入検査
の実施及び違反時の指導。
●テレメータや総量規制汚濁負荷量測定結果報告書の提出による総量規制基準の遵守状況の監視及び削減指導

高津区役所 企画課
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●「大師河原水防センター」のパンフレットを更新し、地域資源の情報発信を行った。
多摩川やその周辺の資産や
産業遺産を活かすことなど、
自主的なまちづくりの支援

みどり・多摩川
協働推進課建設緑政局47）

河川敷のレジャー利用
の適正化23

多摩川緑地の草刈りの充実75） 建設緑政局 みどりの保全
整備課

●広場や野球場などの多摩川緑地やマラソンコース脇、かわさき多摩川ふれあいロード脇など、
委託や市の職員により定期的な草刈を実施した。

低未利用民有地や橋梁下の
活用方策の検討や整備に
よる河川空間の有効活用

77） 建設緑政局 みどりの事業
調整課

●無秩序なＢＢＱ利用が問題となっていた丸子橋地区に隣接する多摩川の護岸周辺や堤防脇に
ついて、引続き社会実験として川崎市が国から新たに一時占用することでＢＢＱ利用を禁止
すると共に、新たな利活用事業を実施した。また、長期的な事業運営に向けて、事業者の公募及び
選定を実施した。

オープンカフェの仕組み
づくりなど、新たな河川空間
の利用促進に向けた検討

76） 建設緑政局 みどりの事業
調整課

●令和3年度に実施した実証実験において実施したアンケート調査の結果、公園のイベント活用
についての好意的な意見や継続的な活用を望む声が多数あったことから、一定期間継続した
活用を実験的に実施し、事業性の検証や求められるコンテンツ等を把握し、今後の活用の方向
性の検討を行った。

多摩川緑地バーベキュー場
（瀬田地区）の適正管理79） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課

●施設営業中及び終了後に施設内・河川敷の清掃を行うとともに、施設整備日を設けて、駅前・駅
周辺まで清掃活動を実施した。また、24時間体制での周辺河川敷の警備し、迷惑行為防止に努
めた。また、地元商店会のイベントでは、商店街で買ったものを焼いて食べる会場として、バー
ベキュー場を貸す等（機材貸出無料）の協力により地元還元に取り組んだ。

憩えるスポットとしての
「川の一里塚」の整備推進78） 建設緑政局 みどりの事業

調整課
●等々力緑地の再編整備と連携した休憩施設等の整備関連事項について、国・JR・市で協議して
いる。

河川空間の新たな
利用促進22

太陽光や小水力発電などの自然
エネルギーの利用活用の検討82） 建設緑政局 企画課自然エネルギーの利用24

巡回相談（個別ニーズに対応
したきめ細かな相談の実施
と施策への結び付け）の実施

83） 健康福祉局 生活保護・
自立支援室

●河川敷等で生活するホームレスに対しては、国土交通省京浜河川事務所等、施設管理者と連携
し、適宜合同巡回や情報共有を行った。

　また、本室単独でも専門の相談員による巡回を実施し、日常生活や健康に関する相談のほか、
仕事や今後の住まいのことなど幅広い分野の相談を受けながら、それぞれの状況に応じて自
立支援センターへの入所や、福祉制度等の案内、医療機関への受診を促すなど自立に向けた
支援を行った。

　併せて、台風の警戒の呼びかけ、健康状態が悪化している方の搬送等、適宜緊急対応も行った。

担当部署実施事業事業No.施策No. 推進施策 令和5年度の取組状況

●事業終了
市民館等の地域課題の解決
に向けた市民との協働による
学習会・イベント等の実施

教育委員会 生涯学習
推進課52）

担当部署実施事業事業No.施策No. 推進施策 令和5年度の取組状況

「ふるさと資産・遺産」の活用13

環境学習、環境教育の推進15

アクセスの向上17

Ⅳ.多摩川とともに歩むみんなの暮らし

二ヶ領用水を活かした
まちづくりの推進14

建設緑政局二ヶ領用水総合基本計画の
推進 河川課48）

●二ヶ領用水総合基本計画に基づき各施策について、二ヶ領用水総合基本計画運営会議及び推
進会議により、各施策内容の進捗管理と課題解決に関することや、行政と市民の取組みに関す
る情報交換を行っている。

●市民ボランティアによる清掃活動を実施している。

建設緑政局
円筒分水周辺の環境整備の
総合的な取組、及び円筒分
水施設本体の保存

河川課49） ●二ヶ領用水久地円筒分水及び周辺広場が適切に保持されるための維持管理を実施。
●周辺広場については、市民協働により定期的に美化清掃を実施。

51） 環境局研究所等の施設を用いた
環境セミナーの実施

環境総合
研究所

建設緑政局市民団体や学校などにおける
環境保全活動等への支援の推進

みどり・多摩川
協働推進課50）

●教育機関や市民団体に向けて、多摩川の植物や魚、野鳥についての観察会の開催等により環
境学習・環境教育に取り組んだ。

・年間実施回数（参加人数）：131回（7,776名）

小中学生向け環境副読本の発行 環境局 企画課54） ●電子版環境副読本の活用により、環境教育・学習を推進した。

環境情報の発刊（毎月）による
環境の状況や環境施策の紹介 環境局 企画課55） ●環境関連施策、環境測定データ、環境関連行事の紹介などを掲載し、毎月「環境情報」として公開した。

二ヶ領せせらぎ館、大師河原
水防センター、多摩区総合
庁舎などの公共施設における
多摩川に生息する
生き物の展示

58） 多摩区役所
建設緑政局

地域振興課
みどり・多摩川
協働推進課

安全で活動に適した水辺の
楽校などのさらなる
フィールドづくりと
活動支援の推進

59） 建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

●川崎市内では、「かわさき水辺の楽校」（多摩区）、「とどろき水辺の楽校」（中原区）、「だいし水辺
の楽校」（川崎区）の3校が魚釣りや川に入っての生物観察などを行った。

・かわさき水辺の楽校【９回】
・だいし水辺の楽校【１４回】
・とどろき水辺の楽校【１１回】
・合同干潟観察会  令和５年５月２１日開催

稲田公園のさかなの家における
多摩川に生息する生き物の展示57） 建設緑政局 みどりの保全

整備課 ●事業終了

川崎市多摩川サイン計画に
基づくサインの整備60） 建設緑政局 みどりの保全

整備課 ●利用者のマナーアップと利便性の向上のために路面標示を行った。

●事業終了等々力・丸子橋地区周辺の
施設の再配置・再整備66） 建設緑政局 みどりの保全

整備課

配置やデザイン、材料など、
環境に配慮した緑地施設や
ベンチ等の休息施設の整備

72） 建設緑政局 みどりの保全
整備課 ●ベンチなどの新規設置に向けた調整を行った。

簡易水洗トイレの計画的整備71） 建設緑政局 みどりの保全
整備課 ●上平間地区において、簡易水栓トイレを1基整備した。

階段や坂路の整備・駐車場
施設などの拡充61） 建設緑政局 みどりの保全

整備課 ●稲田多摩川公園などの階段において手すり設置に向け調整を行った。

登戸駅北側交差点から多摩水
道橋に至る登戸2号線の整備62） 建設緑政局 道路整備課 ●道路整備プログラム上、事業完了

殿町３丁目地区における基盤
施設・通路等の整備の誘導63） 臨海部国際

戦略本部
拠点整備
推進部

都市計画道路宮内新横浜線
（宮内工区）の整備64） 建設緑政局 道路整備課 ●用地取得及び都市計画道路宮内新横浜線の道路築造に向けた設計業務道路築造工事

水辺の楽校の展開16

多摩川リバーサイド地区構想に
基づく基盤施設等の整備の誘導65） まちづくり局 企画課 ●大規模な工場跡地等の土地利用転換の機会を捉えた多摩川リバーサイド地区構想に基づく整

備の誘導及びスーパー堤防事業の市の窓口として調整した。

施設の再配置・最適化18

かわさき多摩川
ふれあいロード
（サイクリングコース）の充実

19

施設の充実20

コース上の路面表示の設置など
利用環境向上に向けた取組70） 建設緑政局 みどりの保全

整備課 ●スピード抑制、狭隘箇所、アクセス案内などの路面標示を行った。

●事業終了上平間・古市場地区周辺の
施設の再配置・再整備67） 建設緑政局 みどりの保全

整備課

かわさき多摩川ふれあいロード
（サイクリングコース）の延伸整備68） 建設緑政局 みどりの保全整備課

みどりの事業調整課 ●国が行う工事や市街地再開発事業等の状況を踏まえ、延伸に向けたスケジュール等を調整した。

安全に通行するための
かわさき多摩川ふれあいロード
（サイクリングコース）の拡幅整備

69） 建設緑政局 みどりの保全
整備課 ●幸区古市場の延長197ｍにおいて、拡幅工事を行い舗装幅を2ｍから3ｍに拡幅した。

管理水準の向上21

総合的な学習の中での
多摩川についての取組 教育委員会 川崎市総合

教育センター53）

●市内小学校３校に河川の自然観察におけるライフジャケットの貸し出し
●教員の研修「総合的な学習の時間　多摩川ガサガサ研修」において、市内小中学校教員を中心
に研修を行った。参加人数は27名（うち12名は中学校理科初任者研修を含む）。平間小学校佐
川昌広校長、NPO法人多摩川塾塾長中本賢氏を講師に招いて、多摩川での自然観察の方法や
生物多様性と河川の環境について学んだ。

地元町会等との
バーベキュー会議の開催80） 建設緑政局 みどりの事業

調整課

●丸子橋河川敷のにぎわい創出に向けた新たな利活用に関して、【第1６回丸子橋周辺バーベ
キューに関する連絡会】を令和5年6月26日（月）に【第1７回丸子橋周辺バーベキューに関する
連絡会】を令和5年10月16日（月）に開催した。【第1８回丸子橋周辺バーベキューに関する連絡
会】を令和６年３月８日（金）に開催した。

河川敷の利用のマナーや
ルールの徹底81） 建設緑政局 みどりの保全

整備課
●自転車利用者に対して、スピードを抑制し、安全な走行を促すマナーアップキャンペーンを実施
した。また、パトロール員の巡回も実施し、河川敷利用者の実態の把握を行った。

●殿町３丁目地区（キングスカイフロント）において、多摩川スカイブリッジへのアクセス向上を図
るため、案内誘導サインの更新を行った。

●多摩川と地区内外を結ぶ歩行者ネットワークを形成する地区計画通路（未整備箇所）の早期着
手に向けて、該当事業者と協議を実施した。

●新たな技術開発を行っている企業者から自然エネルギ―の利活用に関する相談があった場
合、提案内容の検討調整を行う。

　　今年度においては、特に自然エネルギ―の利活用に関する相談は無かった。

自然環境の再生等における
市民、企業、学校が自主的に
進められている活動の支援

89） 建設緑政局 みどりの事業
調整課

●多摩川緑地バーベキュー広場において、企業と小学校の協力を得て、スマートコンポストを
設置し、食べ残しをたい肥化し、バーベキュー広場に花壇を設置した取組について、広報や
企画の提案など活動の支援を行った。

●キャンドルナイト等の、多摩川の魅力向上に資する活動の実現化に向けた支援と連携を行った。

マラソン等のスポーツ大会
の開催93） 市民文化局 市民スポーツ室 ●令和5年11月19日（日）かわさき多摩川マラソン2023開催

流域懇談会が主催する
流域セミナーの開催86） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課
●多摩川流域セミナーでは、「アユの復活とおいしいアユについて」や「下水道、下水処理水」をテー
マに有識者等による講義や意見交換を行い、その様子をオンラインにて動画配信を行った。

流域自治体等と連携した渡し
の事業や水辺の楽校の交流87） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課 ●「水たまキッズ」事業において、福生市と連携して上流体験を行った。

多摩川の拠点施設を
活かした情報共有・受発信98） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課
●二ヶ領せせらぎ館から、多摩川の広域的な内容で「エコ・たまがわ」を隔月で発行
●大師河原水防センターから、生物を中心とした内容で「干潟館タイムズ」を隔月で発行

市民参加による、多摩川
プランの進行管理100） 建設緑政局 みどりの事業

調整課

●8月に第1回多摩川プラン推進会議を開催し、令和5年度の実施事業内容について議論を行っ
た。また、多摩川プランの改定の考え方について議論を行った。

●2月に第2回多摩川プラン推進会議を開催し、事業の進捗状況を報告し課題の抽出や進行管理
等の調整を行った。

●多摩川の魅力を広く市民に知ってもらうため、令和4年度の取組を川崎市新多摩川プラン実施
事業報告書『多摩川は今』として取りまとめて、区役所等の市関係施設に配布した。また、この
情報を、多摩川に関するパンフレットやチラシ等に掲載した。

花火大会の継続的な開催94） 経済労働局 観光・地域活力
推進部

実施日時：令和5年10月21日（土）午後5時から午後7時（打上げは6時～7時）
場 所：高津区諏訪 (多摩川河川敷）　花火打上数：約6,000発
主 催：川崎市、一般社団法人川崎市観光協会、高津観光協会
運 営：神奈川新聞社　観客数：23万人　その他：例年同様世田谷区と合同開催

高津区こどもフェアの開催95） 高津区役所 地域振興課

●主催：高津区子どもフェア運営委員会
後援：川崎市教育員会、高津消防署
協力：高津警察署
参加費：無料
・昔遊び（こま、凧あげ）　・紙飛行機遊び　・モルック、カーリング　・投網体験
・ささ舟遊び　　　　　  ・消防コーナー　 ・警察コーナー　　　　 ・バレーボール体験会
・ストラックアウト、キックターゲット　     ・美化活動　　　　　　　参加者数：430人

自立支援施設（宿所、食事
及びシャワー等の提供、
健康・生活相談、就労支援等）
の運営

84） 健康福祉局 生活保護・
自立支援室

●自立支援センターでは、ホームレスが起居する場所や性別等によって施設を分けて受入を行っ
ている。

・川崎区、幸区に起居するホームレス：自立支援センター日進町
・中原区以北に起居するホームレス：生活づくり支援ホーム下野毛
・女性、介助を必要とする高齢のホームレス：自立支援センター南幸町
　自立支援センター入所後は、面接等を通して利用者の自立阻害要因を見極めた上で、支援プラ
ン案を作成し、福祉事務所とともにプランの検討、確認を行う等、退所後の生活も見据え、利用
者一人ひとりの状況に応じたきめ細やかな支援を行った。また、就労が可能な方に対しては、ハ
ローワークや寿労働センター無料職業紹介所と連携して早期就労に向けた支援を実施した。

　併せて、自立支援センターでは社会復帰に向けた支援の一環として、シャワー、洗濯機等の設
備を開放し、ホームレスの衛生環境の改善を図るとともに、台風接近の際などには緊急避難場
所として一時的な受入れ場所として案内した。

再野宿化防止のための
アフターケアの実施85） 健康福祉局 生活保護・

自立支援室

●　自立支援センター退所後、民間賃貸住宅等へ転居された方を対象に、定期的に訪問等を行
いながら安定した地域生活を営めるよう支援を実施した。

　具体的には、支援員が訪問した際に、仕事、家計管理、健康状態等を確認するとともに、必要に
応じて、近隣との付き合いやゴミ出しのルールなど日常生活における助言・指導、福祉事務所・
医療機関等関係機関への同行支援などを行った。

　　併せて、民間賃貸住宅での生活経験がない方などに対して、市営住宅等を活用した生活訓
練事業（ファーストハウス事業）を行い、単身居宅生活への移行支援を実施した。

市民等との協働による、
多摩川に関するシンポジウム
等の開催

88） 建設緑政局 みどり・多摩川
協働推進課

●市民目線かつ子どもの目線から多摩川の自然的文化的魅力を発信する機会として、令和6年2
月18日に多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎を開催した。シンポジウムでは、カワスイ飼育員
による「多摩川で川遊び」の講演や、水辺の楽校等で子ども達が学んだことについての発表や、
ワークショップ（お魚のお絵描き講座と缶バッジ作り、多摩川の生物カードゲーム体験、多摩川
の草などを使ったこすり染め体験、お花紙やどんぐりの枝を使った梅の花づくり）を実施した。

流域懇談会による
情報共有・受発信97） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課
●国や流域自治体、流域で活動する市民団体、流域に立地する企業などが、川づくりについて協
議を重ね、合意形成を図る場として多摩川流域懇談会を活用し、各団体の情報共有・発信を月
１回程度行った。

ホームページを活用した
新鮮な情報発信99） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課
●二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センターでは、イベント情報などホームページを更新した。
●二ヶ領せせらぎ館では、SNS(Facebook,Twitter，instagram)を用いた情報発信を行った。広報活動等の情
報発信力を向上させることを目的に、ホームページを改修した結果、イベントの申込数が大幅に増えた。

市民館等の地域課題の解決
に向けた市民自主企画事業
等における市民との協働

96） 教育委員会 生涯学習推進課 ●事業終了

多様な主体を支える
システムづくり27

多摩川を活用した
イベントの開催28

30

ホームレスの
自立支援策の推進25

流域自治体等との
協働・連携26

市民参加による川づくり

総合的な情報共有・
受発信29

Ⅴ.つながりを深めて魅力的な多摩川へ

TAMAGAWA PLAN TAMAGAWA PLAN

学校流域プロジェクトによる
学校のビオトープ等の整備や
地域の交流活動の実施

56） 高津区役所 企画課

●学校流域プロジェクト　区内市立小学校花壇や緑ヶ丘霊園、久地かすみ堤、JR武蔵溝ノ口駅等
において「みどりの里親」の取組を行った。

 ※みどりの里親とは…緑ヶ丘霊園内等区内に自生する希少な在来植物を、専門家の指導のもと
地域の学校・団体・事業者等との協働により保全・育成し、株を増やして本来の場所に戻す活
動。生物多様性の保全に貢献している。

●かつ生きもの探検隊　実施なし。別途防災意識の醸成・生物多様性保全の理解促進につなげ
た取組として、市制100周年＆緑化フェアに合わせた一般公開に向けて市内小学校と流域治
水ガーデンの整備を進めた。

※流域治水ガーデンとは…斜面地に保水力のある植物を配し、「土留め」の効果を発揮させたも
の。アスファルトで固められた地面と異なり保水力があり、降雨時に川に流れ込む雨水の量を
減らすことができる。流域思考を踏まえた気候変動適応策のひとつで、防災意識の醸成、生物
多様性保全の理解促進にもつながる。

【多摩区役所地域振興課】
●「水と緑と学びのまち・多摩区」の象徴ともいえる「多摩川」に生息する淡水魚等について興味や
理解を深めてもらうことを目的に、水槽を設置し魚を飼育管理している。水槽内の魚の写真と
解説を加えたパネルを展示しているほか、水槽内のレイアウトを季節ごとに変更し、魚に気軽
に触れ合える機会を区民に提供している。

【みどり・多摩川協働推進課】
●二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センターにおいて、多摩川に生息する淡水魚等を飼育管理・
展示し、生息している魚の名前を記載した写真等を展示した。二ヶ領せせらぎ館では、黄金なま
ず「たまずん」の展示・情報発信により施設の認知向上の取組を行った。

企業が行う環境配慮の取組
の広報・支援の検討92） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課 ●二ヶ領せせらぎ館を拠点として、企業が行うクリーンアップ活動の支援を行った。

市民・企業・学校・行政の
それぞれの活動交流が
できるシステムづくり

90） 建設緑政局 みどりの事業
調整課

●多摩川河川敷の持続可能な水辺の賑わい創出に向けて、通年で登戸河川敷で【登戸・多摩川カ
ワノバ】を開催した。

●丸子橋河川敷の利活用として、令和５年４月下旬より民間事業者による水辺の賑わい創出など
の可能性を検証し、今後の水辺活用に向けた検討の参考とするため、「多摩川丸子橋河川敷の
新たな利活用に向けた社会実験」を実施した。

企業が多摩川の川づくりに
参加できるようなシステムづくり91） 建設緑政局 みどり・多摩川

協働推進課 ●二ヶ領せせらぎ館が実施するクリーンアップ活動に、企業がＣＳＲ活動の一環で参加した。

利用団体等との協働による
維持管理の推進73） 建設緑政局

みどりの保全
整備課
みどりの管理課

●マラソンコースやかわさき多摩川ふれあいロード、野球場など多摩川緑地における利用団体と
の協議・調整を定期的に行った。

●野球場利用団体と球場利用や整備について、協議・調整を行っているほか、地元団体による一
部球場の利用調整を試行している。

マラソンコースなどの
運動施設の補修74） 建設緑政局 みどりの保全

整備課
●マラソンコースで損傷して凹凸等が生じていた箇所の補修等を行うとともに、丸子橋硬式球場
のマウンドや散水栓の補修等を行った。

●従来多摩川河口自然観察会等の体験型環境学習を環境総合研究所の企画・運営により実施し
ていたものについて、川崎市総合計画第３期実施計画の策定に合わせた事務事業の見直しに
より、令和４年度から、環境総合研究所の調査研究事業を活かしたイベント等の開催や地域に
おける環境学習の支援を行うものへと改めた。

　　また、アフターコロナにおける「新しい生活様式」や気候変動に伴う熱中症リスクへの対応を
図るため、イベント等の開催に関しては従来の人を集める形式から、可能な限りテレビ会議や
YouTubeによる動画配信を活用する形式へと改めた。

　　こうした中、多摩川に関連する取組としては、環境セミナー（オンライン・オフライン双方のハ
イブリッド形式）で「川崎市の水環境の今」をテーマとする講演を行ったほか、市民活動団体等
による環境学習の支援、YouTubeにおける多摩川の多様な自然や水生生物を紹介する動画配
信を実施した。


